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          日時計の牙城 ブレーメン 

  

１２年前 いにしえの時刻計はラインホルト・クリーグラー氏を魅了 

 

仮に日時計がチクタクチクタクと時を刻んだとしたら、ラインホルト 

クリーグラー氏の住まいは一大喧噪化するだろう。 

住まいの至る所に日時計が掛けられ、立て付けられ、据え置かれ、又 

壁面にも自らの手で描いた時刻計があり、その数優に１００点は超える 

のでは・・・ 

紙製、石製、木製、金属製，球型、デジタル仕様、平面壁型、日本からの 

標本、古代エジプトの複製日時計等々で Horn-Lehe の庭・家屋内は隈なく 

飾り付けられている。 

氏曰く「数え切れなほど多くのタイプがあり、次々に新しいタイプが 

出現している」と。 

 

元小学校教諭の年金生活者は１２年前に日時計にとりつかれたのが趣味 

の始まりで、それ以来、千年来の時の刻みの虜になっている。 

氏は１２メートルにも及ぶ日時計の文献を蔵し、この分野の専門家として 

全ヨーロッパで講演も行っている。 
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最近では、昨年１０月にパリで「ペルシャのモスクの正午を告げる日時計」 

についての講演を行った。 

氏は既に独自の日時計に関する論説を専門誌や書籍に寄せていて、これらの 

文献はインターネット・サイト www.ta-dip.de で見ることが出来、連日数多く 

の検索がなされているとか。 

 

氏の日時計の趣味はブレーメンで一層熟成された。 

前プラネタリウム館長のホルンホルツ氏はブレーメンはドイツ最多の日時計 

が存在している都市であるとの見解を述べていて、数年前に１１０点の固定 

された日時計を数えあげ、著書「ブレーメンの日時計」（１９９５年発行） 

に闇に潜んでいるものも含めると約３００点の存在を指摘している。 

現時点で明らかになっている１５０点以上の日時計をオルバス・プラネタリウム 

のインターネット・サイト www.planetarium.hs-bremen.de  で見る事が出来る。 

 

ラインホルト・クリーグラー氏はニーダー・バイエルンのデッゲンドルフで 

生まれ育ち,その頃すでに町にあった２点の日時計に深い感動を受けていた。 

レーゲンスブルク大卒後、先ずロンドンで外国語講師に就いた後、ベルリンで 

教鞭をとる傍ら芸大で美術を学んだ。氏の部屋に掛けられてある数多くの銅版画 

や石版画がこの分野での氏のレベルの高さを物語っている。 

 

ベルリンに快適さを逸した約３０年前にブレーメンに移りオーバーノイランドの 

小学校でも長く教鞭をとった。 

その時代、プロジェクトの一つとして児童自身が時計の針となり、出来た影に 

よって時刻を読む，所謂「かげぼうし日時計」を児童達と校庭に作成した。 

 

正確な時刻表示の計算は簡単ではなく「ホーム・センターで購入した日時計が 

正確に機能しないことを多くの人は訝る」と氏はほくそ笑んだ。 

設置場所の経度・緯度、正確な針の角度、現地時刻、中央ヨーロッパ時刻 

季節、方位調整等々が揺るがせない事項である。 

 

難解な数学的計算や型に興味はなく、誰かに計算を任せてもレベルの高い 

日時計をつくれる。 

氏が製作した自室に設置されている反射型日時計を見たものは驚嘆を禁じ 

得ないだろう。 

窓枠に取り付けられた木製の大きな掌に乗せられた小さな鏡によって反射 

された太陽光線が小さな光輪となって室内の天井・壁面に描かれた季節毎の 

時刻上をある時は高く又ある時は低く遊歩する。 

 

日本人の桂子夫人は日時計との関わりはないものの,氏の趣味には寛大で 

「日本日時計の旅」では翻訳・通訳に意欲的な協力を惜しまなかった。 

氏はこの分野での国際交流を殊の外重く受け止めていて、連日、Ｅメールを 

通して全世界と情報の交換をしていて、イラン、ブラジル、フランス、 

スペイン等々との友好関係を構築している。 

氏曰く「これらの交流は私の視野を世界に大きく広げてくれていて、目下 

２０数カ国とコンタクト中」と。 
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氏が複製した古代エジプトの日時計はボリビアとの友好関係をもたらした。 

氏が書いたこの日時計の話のスペイン語訳を読んだボリビアの一女性も 

この古代エジプトの日時計を複製した。 

同時に、氏はこんな逸話をしてくれた。 

フォッケ郷土博物館の庭に設置されてある星型日時計を日本からの専門家が 

写真に撮って帰国後、写真から星型日時計の方位が間違っている事に気付き 

日本からの指摘を受けて正しい方位に変えられ据え置かれたと。 

フォッケ博物館は１７点の日時計を蔵していて、その中に「正午のカノン砲」 

と呼ばれる日時計２点を含んだ携帯用日時計が数点ある。 

 

真野桂子・訳 

 

 

 
 

 


